
報告第１号 令和５年度 子育て支援の状況について 

子ども・子育て支援事業計画と保育園入園児童数等の状況【資料1-1】 

キッズクラブ（放課後児童健全育成事業）進捗状況【資料1-2】 

乳児家庭全戸訪問事業【資料1-3】 

児童虐待・児童相談【資料１-4】 

養育支援訪問事業【資料1-5】 

地域子育て支援拠点事業【資料1-6】 

子どもの貧困対策に係る主な取組み【資料1-7】 

こども発達連携支援事業【資料1-8】 

子どものいじめ防止事業【資料1-9】 

【資料1-1～資料1-9に基づき事務局及び関係部局より報告】 

（委員）資料1-4に関連し、児童虐待に関する入電元の割合は把握しているか。 

（子育て支援課）５割中濃子どもセンター、４割小中学校、１割程度が近隣住民。 

  （委員）保育士募集のために可児市として独自の取り組みを行う予定はあるか。 

  （保育課）独自の人材確保策については、他市の動向を踏まえ検討していく。 

 

 



  （委員）ヤングケアラーの人数は把握しているか。 

  （子育て支援課）実数の把握はしていないが、日々の対応の中で把握するケースがある。

把握した場合には、他機関、他部署と協議しながら解消できるように対応している。 
 

諮問第１号 第３期可児市子ども・子育て支援事業計画の策定について【資料２・資料２別紙】 

【資料２、資料２別紙に基づき事務局及び関係部局より説明】 
（委員）アンケート結果をみると全天候型の施設を求める結果が多いが、今後の市の方向

性を教えてもらいたい。 

（子育て支援課）新規施設の整備は難しい。既存施設を改修しながら、快適に過ごすこと

ができる居場所づくりを進めていきたい。 

 

（委員）市、学校を含めて、こども基本法を学ぶ機会を設ける予定はあるか。また、子ど

もの意見表明権に関して、子どもの意見形成支援、表明支援に取り組む予定はあるか。 

（子育て支援課）先進事例を見ながら、可児市としての体制を整えていきたいと考えてい

る。 

 

（委員）保育士確保策について、本計画に盛り込む予定はあるか。 

（子育て支援課）本計画の趣旨を考えると、本計画に盛り込むものではなく、本計画と整

合を図りながら個別に検討することだと考える。 

（保育課）保育士確保について、数値の計画を立てることは難しい。最善の確保策につい

ては、検討を続けていく。 

 

諮問第２号 特定教育・保育施設の利用定員の設定について【資料３】 

【資料３に基づき保育課より説明】 
（委員）保育部分と教育部分があるが、保護者の方が仕事を辞めたら、教育部分に移るこ

とによって、保育園や幼稚園は変わらなくてもいいということか。 

（保育課）そのとおりである。 
 

 


